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◎三 田 議 員 

 

１．公用車のドライブレコーダーについて 

 

公用車にドライブレコーダーを設置することで、職員の安全運転意識及び

運転マナーの向上、事故発生時における責任の明確化及び処理の迅速な対応

ができることや、その他走行中に偶然発生したトラブルなども記録できると

考えます。 

また、交通安全はもとより事件・事故が発生した時、動く防犯カメラとし

て町の防犯対策の役割も担えると考えます。 

早期の設置が必要と思いますが、考えを伺います。 

 

２．佐呂間高校の給食について 

 

以前、佐呂間高校の生徒やＰＴＡに対して給食アンケートを行った結果、

多くの方が給食実施を望んでおらず、その後についてはＰＴＡなどからの要

望を聞きながら検討するということでした。 

現在の親は共働きが多く、また子ども達からは給食がおいしいという意見

もあり、給食を希望している家庭もあることから、再度の検討を行っていく

考えはあるのか伺います。 
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◎髙 橋 議 員 

 

１．学校・教育における諸課題について 

 

 次代を担う佐呂間町の子供たちのため、現在町では今年度の教育行政推進

方針に則り、子どもたちが健やかに成長し様々な力を身につけ自己実現を図

ることが出来るよう、学校の全教育活動の一層の充実に取り組んでいますが、

子どもたちの目線から見た学校・教育における様々な課題が散見されると感

じ、それらについてどのような考えをお持ちなのか以下に質問します。 

 

 

① 小中学生の通学時のかばん(荷物)類の重みが子どもたちの負担となり、

健康に悪影響を及ぼしかねないと耳にします。もちろん、学生の本分であ

る学びの変化･向上に伴い、それらに必要不可欠な教科書などが増える、嵩

むなどは当然でしょうが、そのことにより健康を害してしまっては本末転

倒と感じています。 

文科省が宿題などで使わない教科書などを学校に置いて帰ること「置き

勉」を認めるよう全国の教育委員会に通知したとのことですが、このこと

が根本的な解決となっていないと感じ、かつ、小学校では新しい教科など

も増えていくことから、通学時のかばん(荷物)の重さに対する策として、

どのような考えをお持ちなのか伺います。 

 

② 遠方から通学する子どもたち、また、町民の日常の移動などにもとても

有難い当町の「ふれあいバス」ですが、利用する子どもたちから、通学の

時間を有効に活用したいとの話を聞いたところです。 

車内で本・参考書を読むなどの方法ももちろんありますが、町のおかげ

で、各小中学校に ICT 教育環境の整備が進められていることもあり、ふれ

あいバスにも、教育や各種情報を流すモニター、あるいは公衆無線 LAN な

どの ICT 環境を整備し、ふれあいバスの今後益々の有効な利活用のため、

これからの時代に対応するようなバスの整備に対してどのような考えをお

持ちなのか伺います。 
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  ③ 今年 6 月の定例会の一般質問にもありましたが、ここ佐呂間町でも人

口が減少していくということは避けることの出来ない状況かと思われま

す。 

それに伴い子どもの数も減少していくことが予想されます。 

現在町には、3つの小学校と 1つの中学校がありますが、児童数の少な

い小学校では、授業・行事・教員数など色々な面で、運営がままならな

いことが増えていくのではとの考えから、3つの小学校の今後の方向性に

ついてどのような考えをお持ちなのか伺います。 



 

平成３０年第４回定例会一般質問要旨 

 4 

◎但 木 議 員 

 

１．胆振東部地震をうけて本町における災害時の今後の対策について 

 

  胆振東部地震から３ヶ月が経ちましたが、それ以後町の災害時の防災対策

について見直し、改善点、新たな対策として次の点をお伺いいたします。 

 

 ①地域にある避難所への発電機設置について 

 ②防災訓練の徹底について 

 ③第一次産業、医療、介護事業者等関係機関との災害時に向けた協議の必要 

性について 

 ④酪農家の発電機設置に対する補助について 

 

２．保育所入所認定基準の見直しについて 

 

  現在保育所に入所するためには要件として１０項がありますが、第２子以 

降妊娠、出産のため仕事を辞めた場合、第１子は保育所を退所しなければな

りません。 

 出産前後の母親にとっても子どもにとっても大きな環境の変化となります。 

 少子化時代の今、子どもの遊び、異なる年齢集団での保育所の生活がいか

に子どもの発達にとって大切なことかと思います。 

 待機児童のいない今の町の現状を見たとき、第１子の継続入所を希望する

保護者がいる場合、それに対応する入所認定基準の見直しについてお伺いい

たします。 
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◎小 松 議 員 

 

１．平成３１年度一般会計並びに特別会計の予算概要及び施策計画について 

 

 イ 一般会計、特別会計予算額の概要について伺います。 

 

 ロ 予算編成の概要について主たる施策があるのか伺います。 

 

 ハ 消費税措置に対応する支援策について伺います。 

  ①平成３１年１０月より消費税が１０％となるものと思いますが、いまだ

内容について明らかではないのですが、佐呂間町の商店が対応する機器

類の導入が必要になる場合は関係団体と協議され対応支援を行う考えを

されているかを伺います。 

  ②支援措置としてカード利用によるポイント還元措置案がとりだたされて

いますが、高齢者等の利用頻度が低い現状の中、関係団体なりと協議を行

い不公平なものにならないような支援策をおこなっていく考えはあるの

かを伺います。 

 

２．老人福祉施設等の介護職員雇用状況及び今後の対策について（Ｈ３０年３月一般質問

以後） 

 

 イ 職員の人員体制状況と入居者の状況について伺います。 

 

 ロ 介護職員の雇用がなされていないが、現在の職員に対して職場環境への

希望等のアンケート調査等をする意向はないのかを伺います。 

   また、雇用対策に新たなる考え方があるのかも伺います。 


